
令和８年５月27日

第1回 市立四日市病院
あり方検討委員会資料

政策的医療について
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１ 本日ご議論いただきたいこと

以下の論点について、委員の皆様のご意見をお聞かせください

論点1

当院のがん診療機能をどこまで維持・強化・機能分担するか

三泗構想区域の観点 ： 当院の受入実績・地域連携の状況を踏まえ、がん診療機能の維持・連携のあり方を検討する

論点2

今後、市立四日市病院は、がん拠点機能においてどのような役割を果たすべきか

北勢医療圏の観点    ： がん需要・医療提供体制を踏まえ、当院が担うがん診療機能の方向性を検討する
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２ー１ がん拠点病院の区分について

がん診療体制は、国指定病院を中核に都道府県独自指定病院が補完する構造で整備されている。

指定主体 区分 役割 備考

国の指定

都道府県がん診療連携拠点病院
都道府県におけるがん診療の質向上、均てん化、集
約化、連携協力体制の構築等で中心的役割を担う

三重県内では三重大学医
学部附属病院が指定

地域がん診療連携拠点病院
医療計画で定める※がん医療圏ごとに、地域のがん
診療連携を担う

地域がん診療病院
がん診療連携拠点病院がない※がん医療圏において、
拠点病院と連携しながら、地域のがん診療を担う

三重県内は該当なし

特定領域がん診療連携拠点病院
特定のがん領域について、都道府県内で専門的なが
ん診療を担う

三重県内は該当なし

都道府県の指定
（三重県の場合）

三重県がん診療連携準拠点病院 地域がん診療連携拠点病院を補完する役割を担う

三重県がん診療連携病院
地域がん診療連携拠点病院および三重県がん診療連
携準拠点病院を補完する役割を担う

※がん医療圏について
がん医療圏は、厚生労働省が全国一律に線引きするものではなく、各都道府県が医療計画の中で設定する区域である。国は整備指針を示し、当該がん医療圏ごとに
地域がん診療連携拠点病院を整備する考え方を示している。

※三重県ではがん医療圏は構想区域と同じ区域で設定されている。
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２ー２ 地域の医療提供体制

北勢医療圏では、地域がん診療連携拠点病院が2病院、三重県がん診療連携準拠点病院が2病院、

三重県がん診療連携病院が4病院指定されている。

また、緩和ケアチームがある病院は6病院、緩和ケア病床を持つ病院は4病院である。
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３ー１ 当院の状況 高度医療設備の保有状況

当院は、SPECT等の放射線診断機器や強度変調放射線治療機器（IMRT）、内視鏡手術用支援ロボット等

の高度な治療機器を有している。
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３ー１ 当院の状況 がん患者の受入れ状況

当院は、北勢医療圏内でがん患者の受入件数が最も多い。

がん種別では非ホジキンリンパ腫（血液がんの一種）327件、乳房305件、前立腺199件が上位であり、

結腸143件、胃118件を含む上位5領域で1,092件、全体1,628件の約67％を占める。 
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４ー１ 将来ニーズ 将来推計患者数・北勢医療圏のMDC疾患分類別 新生物（がん）の２０４０年患者数増減

北勢医療圏では、がん入院需要は204５年頃まで増加すると推計される。

がん種別でみると、2040年時点では前立腺・胃・結腸は患者母数が多く、増加率も高い一方、子宮頸、体

部・乳房は患者母数が大きいが今後減少傾向となる。
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５ がん医療についてのまとめ

観点 データから確認できる事項 検討論点

・北勢医療圏のがん入院需要は２０４０年ごろまで増加し、そ
の後も大きく減少はしない。
・部位別には前立腺・胃・結腸で増加傾向である。
・減少傾向にあるのは子宮頸・体部、乳房である。

・がん診療における当院の役割（拠点機
能について）

・需要増減が見込まれる部位への対応
（強化・維持・縮小等）

・がん診療における機能分担の考え方
（一般的ながん（胃・大腸など）、希少が
んへの対応等）

・北勢医療圏では、当院が地域がん診療連携拠点病院を担っ
ており、その他に三重県がん診療連携準拠点病院・三重県が
ん診療連携拠点病院が配置されている。
・緩和ケア病棟を有する病院も医療圏内に配置されている。

・当院は北勢医療圏内での主ながん疾患の受け入れ件数が
最多（1,628件）となっている。
・部位別では、非ホジキンリンパ腫・乳房・前立腺・肝、肝内胆
管など１１部位で北勢医療圏1位の受け入れ件数となってい
る。
・IMRT等のがん診療に係る専門治療機器を有している。
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